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提 出 者 氏 名 描 出 兼次
論文題 自 上顕専禄の世界史教育論に 関 す る 一 考察
［論文 内 容の要約］
本干潟 では、 上 原尊禄 の 世界史教育論につい て検討する。 理由 は、 多 くの高 校生． が 世界 史
とは自分の生活 と無 関係のただの暗 記科図 だとみなしてい る、 とい う現 在 の 世界史教育が
抱 える問題の解決への示唆 を、 上 原の理論から得られると考えるからであ る。
上原は、 学 生 時 代 に、 三浦 新 七 と アル フ ォ ン ス ・ ドー プ シュ とい うニ 人 の人 物から影 響
を受け、 ド イツ 中役 史家となる。 前者からは、 マ ル ク ス主 義史観 とは異なる歴 史観 を形成
するに至 るきっかけ を得る。 後者からは、 実説主 義的な際 史研究の仕 方 を 教わる。 またこ
の持郊 の上原は、 後の上原にとって欠 かすこ とのできない 、 主 体性の総 支 とい うも の を意
殺 し始める
二人 からそのような影 響 を受けた上原は、 戦後、 ド イツ 中世 史研究から此界史研究へと
移 っ てい く。 その婆簡 は 四 つあ り、 それらに共通してい るこ ととして、 tlt 31'- 5た とい うもの
さと方法概念として必要とするようになったこ とが挙げられる。 戦 後のill：界 を生きてい くた
めには、 どうしてもi伎界史 を 研 究 しなければ ならなくなったのであ った。
ま た 上原、は、 戦後、 教資の｜立界へも足 を踏 み入れるこ ととなる。 そして、 当 時 行われて
い た新 教 育 を 抽 象的だと批判するc そのような教育では、 戦後日 本 が夜話 す るこ ととなっ
た、 独 立の問題 をはじめとする政 治的 課 題 を 解決へと導くこ とができるような子どもは育
た ない と考えたからであ った。 J二 原 は、 こ のようなこ と を沼 擦とする教育 を、 器 民教育と
i浮 ぶ。 またその政 治的課題は、 J二 原 が 世界 史研 究 の 必要性 を感じるようになった一 つの要
因 であ り、 こ こ で批界史と教育がつながるのであ る。 つまり、 留 氏 教育では、 戦後日 本 が
夜話 し た政 治的課題を解決へと導けるような子ども を育て上げな け れば ならない のだ が、
そ の政 治的課題は役界史的筏 野 のもと縫 えられなけ れば ならない のであ る 。
上原は、 関 民 教育の内容として、 「 課題化的認識Jとい うよ 原が考える歴 史認 識 をもたせ
るこ とと主 体性 を確立す るこ との 二 つ を挙げるのだが、 こ れらはJ 役界 史像 の自主 的形成j
を過 すこ とによって、 成 し遂 げ られると考えた。 つまり、 他人 から与ー えられた役界受 像 を
た だ鵜呑 み に するのではなく、 自 分自身のtu：界 史像 を自分8 身の手で創り上げてい くので
あ る。 こ れが、 上原の世界史教育論の核 心 部 分 であ る。
こ の上原の役界史教 育論が、 生 活 とどう関わり合い をもつのかc 上際 は、 彼：界史とい う
ものは、 い かなるものであ ったとしても、 それは書き手の問題意識、 生 活 意識のもとにつ
く ら れるものだとする。 つまり、 そもそも生活 と切 り離 された世界史とい う もの は存 在 し
ない と考える。 そして、 多 くの人 が他人 の書い た没界 史像 を鵜主主 みにしてしまってい るこ
と を問題とした。 つまり教科書は、 著 者の問題意識や生活 意識に基づ い て警かれたtu：界 史
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あるにもかかわらず、 そ れ を問題意識や生活 意識の異なる人が鵜主主 みしてしまえば 、
生 活 との関わり合い を感じなくなるのは当然 である合 上原によれば 、 苓 者問機 に、 一 人ひ、
とりがまず自らの問題意識や生活 意識 を出発点として、 それぞれの世界史像 を部 り上げな
ければ ならない のである。 上原の世界
も 切 り離 せない 擦 係性にあるc
では、 関：界史と自分たちの生活 とが切 って
しかし、 上探 の世界史教育論にも注 意 をすム わなければ な ら ない 点がある。 それが、 科学
性、 客観 性の担保 であるc 上 原と 陪 時 期に活題 し たマ ルク ス主義者遠 山 茂綴 ば 、 経 史
の目標 に百主 体性の否定 立ぞと 含むべ きではない と考えるc その潔白 は、 主体性の篠 立 をお 擦に
含むことによって、 その透 成 を念、ぐあまり、 科学 性、 客 観 性 を欠 い た歴 史教育がなされる
可 能性があると考えたからであるc 上原も、 その点につい ては全 く配慮、 し てい なかったと
い うわけではない ものの、 どのように科学 性 、 客観 性 を総 保 するかについ ての論の展開は
十 分ではない。
上原；之 、 自らの世界史教育論のもと、 教 科苦手 『高 校 世 界 史 J や、 その改訂
e
版 F 日本沼 氏
のill：界史J を苓 してい る。 両者ともに、 上原の考えが強く反映 されており 、 i立 界 史後 の自
主的形成などに関する記述が繰り返し施 さ れ てい るc
高 校i立界史教締 吉 田 悟 郎 は 、 上原の影 響 を強く受け、 その理論の実践化に努 力 した。 吉
田 は、 上 原i湾 銀 、 世界史教育におい て子ども たら にill：界 史俊 の 自主的形成 を 成 し遂 げさ せ
ようとしたっ その具 体策 としては、 資 限 と 対話 が挙げられる。 15 B3 ＇玄 、 震 f怒 と 対話 をi設 す
ことによって、 決して教師が安 易 に答 え を教えるのではな く 、 徹 底 し てヲこどもたちに自分
自身で考えさせる。 その過稜 の なかで、 役界史像 の自主的形成が成し遂 げられるのである。
そして、 その行き幸子 く先として、 上原が患 い 描 い た 、 政 治的諜 題 を担ってい くことができ
るような子ども を育てるのであるつ
以上が、 本稿の内 容である。 科学 性、 担保 をどう密 るかとい う問題は残 さ れ て
い るも のの、 上潔 のi立：界史教育論は、 気 汚 との関わり合い を感じることができなくなって




提 出 番氏 名 加 藤 タ 黄
論 文 題 自 i翠柳 政 太 郎 の 道徳 教 書 論 に 関 す る 検討
｛ 論 文 内 容 の 要 約 ］
は、 漆 柳 政 太 郎 （1865～ 1927 年）の道徳教育論と彼 が著 した 『中学修 身寄 J を 検
討するこ とにより、 津柳 が泊 指した修 身科の と課題を明らかにした。
第 1 禁 では、 海柳 の生涯 に待代 背 景 や修 身科の歩 み を重ね るこ とで、 彼 の思想形成過程
を明らかにした。 ま ず、 幼 少 期から大学予備 同 時代 lこ は、 家庭 やj奨学塾 で儒 教の影響 を受
けたこ と、 当 時 の初 等 、 仁科 等 教育とは相 反するような主体的 ・自発的な学 習を重視する姿
勢 を培 ったこ とが明らかになった。 大学 入学 後から文 部省の官 僚 として働いていた 時 期に
は、 今 jヒ洪J 11 や釈雲 照との出会いによって仏 教の思想、 に精 通するように なり、 以 後翠 柳 は
羽 常生 活 の中で仏 教の教えを実 践 す るこ とで修養 に励 ん だ。 文 部省 を退職 し た 1 890 年頃
から、 j警拶II は 中学校 の校 長 や帝 国 大学 の総長を壁 任 し、 そ の関 、 教育 に関す る著 作を数多
く出版した。 同 時 期に、 「 教育勅 語 jの発布や小学校 修 身科教科書芸 の麗 定 化 が行 われ、 海移p
も 中学校修 身科－ の教科書である 『 中学修 身議 』 を執筆 し た。 滋 徳教育への関心を高 め て い
った時 期であったと考えられる。
第 2 主義 では、 漆拶p の道徳観 と教育観 について論じた。 ま ず、 深拶II が道徳、観 の慕擦 に倫 理
学 を据 えていたこ とを縮 ま え、 彼 に よ る倫 理学 の理論を検討した。 j翠柳i に よると、 「 人 類 ノ
際 的j は 「 宇 宙 自然 ノ 理ニ拠 リテ、 賦 与 セ ラレ タル 人 類 ノ 本 分ヲ 永遠 ニ 維 持シ 発達セ シ ム
ノレ jこ とで あり、 こ の目的に適 うかどうかが善 悪 の基準 となる。 なお、 こ こ での 「 人 類 ノ
本 分j とは、 f 真 ・ 善 ・美 ヲ 極ムノレ ノ 能力Jを指す。 議行 を行 う際 、 重要な役割を果 た す の
が良心であるc j翠柳 は、 特 iこ 人 間 に恩 手干 の機能である智 力 を働かせて蕃惑 を 判断 す る、 良
心の知 的作用 を重視した。
j季初l は、 知 識技 能の教育においても 徳性の教育においても 、 教師 によ る 教 授と 子 ども 自
身による自発的な学 習をどちらも 蓮華さ なも のであると考えていた。 そのため、 修 身科 教 育
においても 、 教師によってl子 えられた f 道徳、上 の知 識Jを、 ヲこ ども が日 常生活 の中で意識
して行 動 に移 すこ とが望 ま れ た。 こ こ での 「 道徳上 の知 識j とは、 人 の行為 において何 が
警 で何 が懇 かというこ とを判断 するための指針 である。 j察柳 は、 低 学年の子ども に は 指針
を理解し取るべき行 動を決めるカが予言 っていないと判断 し、 低 学年の修 身 科廃止 の主張も
行 った。
第 3 牽 では、 井 上 智 次 郎 が著 した 『中学修 身教科審』 を 比較 対象として、 『中学修 身寄』
を分析するこ と で、 第 2 章 ま ででYl て き た津柳 の道徳 教育 に対する理論や立場が、 いかな
る形で反狭 されているのか明らかにした。 なお、 本稿では 『巻 － J と 『巻 五 』 の分析を行
った。 『 中学修 身議 巻 一 』 の分析からは、 『 中学修』考委』 の特徴を三 点導き出した。 一 つ
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とで、徳、 回 の 分解的教授や反復 教 授 を乗 り 越えた点 、
関ー の 教 授内容の反復 を避 け た点 、 当 時 の 時 代管 長 やや学 生 の 発達段 階 、 興味 を踏 まえ た
記述が多々見られる点 の三点 である。 『中学修 身寄 巻 五J の 分析では、 倫 潔学 の 学 説
隠や教認11の：翠 の 中
ら自らの行動に潔論的根拠 を与 えることが、 子どもたち に求められたことが明らかに
なっ た。
とした修 身科 の意義と談 窓 に ついて考察した。 意義としては、
における環 論ど 結 合 を箆 指したことが挙げられ る。 滋調 は修 身科 を r-
の厳然 たる としながらも、 その内 容 を の み に終 わ ら せ ず 、 子 ど
もの生活 と結 び つけた教授を強く意識した。 !:3 aキ の 時 代 背 景 えて日本人としてど の
ようなあり方が求められているのか、 子どもならば 徳 自で示された内 容 をどのような形で
実践できるのかが 常に湾初 の念頭 に置かれていた。 マて 冒 頭 部分の記述や彼 が
独 自 した章 構 成にも表れている。 『中学修 身書 巻 五 J に おいては、うこ どもたち は倫
理学の学説に る知識 を議 えることに加 え、 それ を自らの行動の理論的議盤 とすること
が求められたc さ ら に、 Li tp 学 ｛彦 身警備 考J も修 身科 教 授における理論と実践の総 合 に 大 き
な役割 を来 たしたc 本惑 では各項 目 において、 子どもたち に自らの行動や心南 を絞 り返ら
せるような間 いが用意されており、 子どもが自発的 に修 身科 に 向 き 合える工夫がな さ れ た。
一 方、 課題としては、 修 身科 で学ん だ知殺 を行動に移す捺 iこ 、 具体的にどのような
活 動 が進められるのか、 教師による働きかけはどのように行わ れるべきかが詳 しく述べら
れていない点、が挙げられる。 j謬繍 によると学校の徳育で行うべきことは、 「 道徳上の知識j
を授けるだけでなく、 そ れ を行動；こ 表したり良心 を養 っ た り することも含む。 しかし、 そ
のため その後の研究に託 される形となっ た。 ま た 、倫 理学 の 学習においては 、
どのような行動が議 行あるいは悪 行に当たるかは、 すでに総 立さ れたものとして子 ど も に
与 えられた。 そのため、 子どもが修 身科 の学 習 を通じて行うことは、 様々 な倫 理学の学 説
から を捉 えることにとどまっ たc つまり、 既 成 な尽 さと
向け、 子どもの仁ゃ から内在的な道徳観 を議ljり出すことにまでは及；ぎ なかっ た。
本線 では 『中学修 身寄J を使 っ て、 実際 にどのような授業実践が行わ れていたのかとい




援 出 者氏 名 坂下 車子
論 文 題 呂 木 下 竹 次 の 学 習 法 に お け る 読書 の 位童 づ け
｛ 論文 内 容 の 要約 〕
本 稿では、 大正 自由 教育の時代 iこ 、 奈 良女 子高 等 師範 学 校F付属 小学 校 （以下 、 奈 良女 高
師鮒 小と略 す） て、 木 下竹 次 が 行 っ た学 習法の中で、 読書がどのように位霞づ け られ ていた
のか を考察した。 そのために、 木 下 自身の読書に関する理 論 並び に、 ＊ 下 iこ 導か れ た訪11 導
と究室 との学 習における読書の実際 を検討 し た。
ま ず、 先行研究を繋 獲 してみると、 木 下 の学 習法について捺 々 な授Jfilか ら意 義と課題が
明 らか に され ているが、 学 習法における読書の位援 づ け について触 れ ているものは管 見 の
限 り存 在し なか った。 先 行研究で は、 学 習法がなぜ 読書を 必婆としたのか 、 学 習法 に おい
て読書がどのように機能し意味を持 っていたのか 、 ま た課題は何 だったのか については言
及 され ていない。
現代 のおヌドにおいて、 f 子どもの読書 活 動の推進に認 する法律 jが続 行され 、 文 部科学 省
も、 学 校教育のtfJ で f 文 学 作品を 読む こ とに限 ら ず、 自然 科学 ・ 社 会科学 関係の本 や新 開・
を読ん だり、 何 か を調べるために関係する本 を読ん だりするこ となども含めたJ
の 読者； の重要性と、 読む カの育成 の 必要 性を挙げている。 ヌド稿では、 現代 の 読書 指導に示
唆 を得る意味でも、 学 習法における読書の意義と諜 題について、 一 考察を試みた。
ま ず第 l 章 では、 木 下 の 読書論の形成過稜 を萌芽 期 ・ 成 立期 ・ 完 成期に区分し、 木 下 が
どのような経緯 で読書を学 習法の中に位置づ けていったのか を繋 理 し たc 精 読に よる読解
一辺 倒 の読み方教育に対する問題意識か ら、 ＊ 下 の 読書論は芽 生 えた。 精 読に加 え て多 読
が護視され 始 めると間 待期に、 富 山 ・ 鹿 児 島 時代 を経て、 主事として赴任 し た奈 良女 高 師
附 小において、 ＊ 下 の読書論は成立期を迎えた。 国 語 科 だ け に限 定 され ない、 各 教 科か ら
合 科学 習ま での全学 習 にま た がった、 広範囲 の独 白 学 習推進のために、 全 校約 な特 設学 習
時 間の設置がはか られ 、 参 考書等 の 読惑 が 必要とされ たc 木 下 が、 論文f少 書法と多 重手 法j
に続いて 1929 年 に著 し た 論文 f 読書カのil!i養 （一 ） （二） （三） 」 を前後し て、 読書論は発
展した。 奈 良女 高 師的 小の学 習法において、 会 科学 習 や独 自学資 といった場面
全 校に浸透 し完 成した。
次 に第 2 主主 では、 木 下 の学 習法 の概 要を確認し、 その中に存 在した読書についての理 論
の特徴を明らか にした。 自律 的学 習 法 で、 必要さ とされ た環境 の整 理 の 中には、 f 統一 的 中枢 J
とみなされ た訓 導とともに、 教 科書や参考委 の存 在とその ま れ た。 。コ
（一 ） （ニ） （玉川 論文 にま とめられ た 読書論の特徴としては4 点が見て取れ たc l 点院 は、
読書力 の 育成は国 語 科のみならず、 各 教 科 や合科学 習 に おいて読書をなすこ とが、 結 果 と
して国 語 生 活 につながるとのこ と で あ っ た。 2 点尽 は、
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に対する動 機在 任皇室 にするこ
と、 その永 続 を促 すことの議 婆性についての指摘 であり、 教師からの継 続的な働きかけ を
婆諾 し た0 3 点包 ｛土 、 精 読と賂 読 を｛併用し 、 多読すること を勧 めたことであり、 浅 く 広く
効率 よく 読む絡 読が 、 深く 狭 い精 読の一 方で必褒 であるとの主張であった。 4 点、 院 は、 独
自学習 ・ 相 互学習における読書の必要性と効 果 を 明言 したことであり、 心中に一 定の目的
問 題 を持って読むことや、 常に読むことにおいて疑 問 を出すことなど を主張した。
- }j 、 先進的な取り綴 みで有名 な 成域ノト の特設 「読書：科j と比較 検 討 を行った結果、 木
下 の読議 論の特徴がより浮き彫 りになった。 そして、 これらの読書論 を実際 にう っ すにあ
たり、 まず児：設 を導き得る議11きま： の 育成 を 必要とした木 下 が、 訪11 導の読惑 を奨励 し 、 互いに
議論し 、 著 作の執筆 を促 し たことがわかった。
そして第 3 翠 では、 木 下 に導かれて学習法 を行った山 路 兵 一 ・ 清水 芸 菩 ・ 鶴 居 滋 一 議I i
の実践と、 見 窓 の読書i の実際 を分析し検討したc UJ 路 ；土 、 国 語科 で、 全 学年の教科 書 を参 考
書として活用し、 児 童 の 自予言 的な婆求からく る読さ？ を主主 として、 課外読み物にも注自し、
自らがそ れ を 創 作し たc 読解と説 委 を 二元 的なものとせ ず 、 多読を 推奨 したc 清 水 は、 母
諮科 の読解 ・ 設 設 のカをど 基礎 とし た参考委 の解読を条 件 と し て 、 地獲 の学習 を行い、 児 童
を絞 り方に結びつける形で読書 をさせたむ 全 教科 ｝誌 の参考書 を学級に鍛 え、
党 支 のお 治 による運営 をはかったむ 鶴 居 ；立、 において児 支 の好奇 心が求める、 間
ための読惑 を推進した。 そのために自らが事前に隠 裂 な準綴 （ 教材研究における
を な し 、 環 境 の一 音ち となって児 童 の 「 発 動性j を旨 とした良 律 的 学智 j去 を 支
えたc
3 名 の議11遂事 ；土 、 木 下 の読者 論 を綴 底 としつつ、 実践者ーとし て状 況 に関 して読解と説 舎 を
く 方法 を試行錯誤 し 、 読書 をや 習と結びつけていた。 議11 導たちの各教科 及び合科 学 習の
における自主的な学習の過程で、 環 境 としての図書が疑 問 を発 生させ、 また解決 さ せ
ザ ハ ＿，.＿
丸、 ν 、 k c
以上より、 木 下竹 次 の学習i去 においては、 読書は不可欠 の 要妻美 として、 潔境 のや；こ 確 か
に佼畏 づいていた。 自律 的 な 学習 を 成功 裏に 導く 、 すなわち究 室 に対してf教授 を 包 括 す
る学習jを保 障 するための絶対条 件 が 、 読舎であったことが明らかになった。
木 下 の読書論；土 、 読書カの源 義 を全児 童 に公 平 に保 障 で、 きていたかという 点で、 課 題 を
残 しているものの、 知 識 を根 幹 として、 資 質 ・ 能力 を養 いな が ら ？ 生きるカjf 学びに向か
う カj を育 成するという
きる。










本稿では、 田中裕 一の環境教育論について、 公答教育からの史的変遷に却して検討を行
う。 加えて、 日本の環境教育研究をめぐる論点、を踏まえて、 問中の環境教育の理論とその
実践の意義と課題について考察する。















する。 これにより、 問中の環境教育論を手がかりとして、 従来公容教育としてのみとらえ
られてきたー 鮮の実践に環境教育研究としての系話：を見出すの それによって、 行動のレベ
ルで規定される環境教育のオルタナティブを模索することをiヨ的とする。
第1 :i'lrでは、 1960年代から1980年代にかけて、 日本の公�教育から環境教育への展開
な概観し、 田中の環境教育の位滋づけを行った。 その展！？時には、 二つの流れがあった。 一
つは、 身近な生活を震視し、 ill：界の環境教脊と軌を…にする環境教育の流れである。 二つ
は、 社会的側面から環境開題を認識する公害教育を貫く流れであった。 問中は、 公答問題
における加答者と被害者の立場を明らかにし、 明確に被害者の立場に立つことを
とし、 公答の社会的認識を重視する実銭を行ったc その後環境教育へと展開した彼の実践
は、 子どもを地域の環境や生活に関与させながらも、 公害教育を基盤とし、 社会的認識を
重視した。 問中の環境教育は、 i金界的環境教育を踏まえ、 公E教育を内在的に展開させた
点でどちらの流れとも異なる立場であった。
110 
第 2 翠 では 、 B3 中の公 害 教育の潔論について 、 その理念と教材づくりの｛長lj弱 から
た。 問 中は、 人権 尊重の思想、 を公 安 教育の理念、 として 掲 げ、 被 害 者の立場から社会構 造 を
認識する公 害 教 育さと志 向した。 社会議 造 の認識に立った人権移釜 の 思 想 を 子ど もたちに教
え るこ と を重視して いた沼 やは、 ヲこどもの認識の発達 に郎 して 教材づくり を行った。 後 の
実践では、 子どもの認識が素朴 な事実的認識から科学的認 識 や社 会的認識 へと発展する様
子が確認できた。 しかしながら、 問 中が子どもの認識の最 終 段 階 と して 設 定 して いた、 ヲこ
ども自身による仮設的な社会的認識の身近な生活 へ の適用や補 強 ・拡 大再生援 は、 実 践 に
し
あく亥 で、 公 害 弱 題の因 果関係の追究に鴎 じられて い た3おいて 行われず 、
るこ と を通 して
検討した。 田 中は環境定 義の概念 を執 に公客 数 字干 から一 貫 して 社 会的 に号5,) 1., 、 立場に立ち、
f セ ン ス・オブ ・ワ ンダ ー j を意識するこ とで、 科 学的認識と社会的認識の発達 を 企 図し、
と
その認識が子どもの人需 形成 へと関かれるこ と をロ 指して い た。 実践では、 認、 識の深まり
の鑓 果 関 係の追究として 閉 じて い た公 害 教育と比べ 、 あ る単元 で‘ 身近な環境 を 題 材
を過 して 深化した認 識 を複 数 の単元 で適用するよう
人権 尊重 を根 底 にした
としながら感性を養 い、 3主
謀 裂 が 編成 さ れて いた。加 えて 、
正 義の思想 をきちん と子どもの教える
を引き継 ぎ 、
実 践 もi'i わ れて いたこ と を確認した。
設 かさ を 感得するfセ ン ス ・？？ ブ ・ワ ンダ － J とと も問 中の環境 教育は、 地域
iこ、 自然 ・社会・人文それらの分野 のつながり を見出すような 思考からアブ ロ ー
の価値観 をチしたυ その上で、 部題の全 体構造 を摂援 し、 人権 尊重 を根 底 とした
もとに、 人熊のあり方 を部うという深い認識の次元 ん だこ と に独 自性があったコ
で はない、 社会的認識や人権 意識 を核 とした公 害 教
道 を切 り開し 、 た
こ こ には、 社会認識と行動が切 り縫 され、 殺府 の 方針 を 尊援 した環境 問 題 を解決する行動






立場が特定器 幾 な環 境 教育において は、
両者
そのため、 被答 者 の玉三 場；こ立った人権 尊重の 思 想 を基盤 とした僚 やの
について の認識が見落 と さ れて いたという課題が指摘 でき る。
を 基援 に環 境 教 育 を展開した問 中搭 ー について 検討した。 だが、 公 害
とどのように渓
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論 文 題 呂
｛論文 内 容の要約｝
論文要約
櫨 母 子 智
臨郷竹摩 に よ る 文芸教育論の特質
_ r 冬景色j 論争 を 手がか り にー
本 稿 で は、 西 郷竹彦 の文 芸教育論を取り上 げる 。 文 芸研方式 と呼 ば れる指導過 稜 をはじ
め、 西 郷 の文 芸教 育論は、 虚 構論、 後 点、論とい っ た預郷独 自の文 芸理論である西郷 文 芸学
に 基 づいている。 本 稿 では特に 、 1 967 年から69 俸 に かけて 『総合教育技術 』 誌 上 で 行わ
れ た古関 拡 との f 冬 景色 j論 争 を中心iこ 、 西 郷 文 芸 学に お ける虚 構論の文 学教育的意義 に
つ いて 検討する。
西 郷 が文 学教育の分野 で活 動を始めた 1 960 年代は、 に お ける読者の主 体 性が
重姿 視：5 れ た符 期である。 現場の教師たちゃ言 語 学・文 芸学の研究者たちが、 文 学作品を
その独 自 の 性震 や機 能 を 活 かし ながら指導し ようと独 自の潔論を渓 関し ていた。 西 郷 の文
も、 文 学 作品をすべて虚 構とみなす虚 構論に よって、 文 学 が持つ独 自 の領 域と自
律 性を前提とし ながら、 読者のさ三 体 的な読み を実現し ようとするものであった 。 商 郷 の文
お よび f冬 景色 」 論争に つ いて検討すること は、 主 体 的な学びの実現 や、 国 語
に お け る文 学 作品の位置づけといった問 題を考える上 で も有 意義 なことである。
は、 戦後か ら 1 960 年 代ま で の文 学 教 育史 を概観 し たのち、 商 郷 文 芸教育論の理
念であるf関係 認識・変革の文 学教育Jに つ いて、 成 立過 稜 と文 学 教 育史 上 に お ける位置
づけを明らかに する。 は、 商 郷 文 芸 学 の う ち、 虚機 論、 視点論、 � 象相 関の原理
に つ いて、 その概要と文 芸教育論との関わりを述べる 。 第 三家 で は、 「 冬 長 色 」 論争に お け
る西郷 ・ 吉 国 間氏 の主 張を整 理し 、 論 争 へ の意え もふ ま えながら、 西 郷 f冬 景色 j論の課
題に つ いて考える。 向 者の対立から は、 文 学教脊 に お ける作者お よび読者の佼 援 づ けとい
う論点を見 出 すことが で き る 。 第 四章 では、 「 冬 景色 j論争 と同時 期に 行われ た 実 験授業f 文
芸の科学jに お ける 「 ご ん ぎ つね Jの 指 導 記録 を過 し て、 実際 の指導に お ける西 郷 文 芸 学
の意義 、 お よび実践の 成 果に つ いて述べる。
「 冬 景色 J論 争 の持 点で は、 西 郷 の理論は十 分 な妥 当 性をもちえないと評価された。 そ
の 原因 とし ては、 磁郷 文 芸 教 育 学 が当 時 ま だ環 論形成上 の過 渡 期に あったことや、 f 冬 景色 J
という教材 の特性に 加 えて、 西 郷 「 冬 景色 」 論 が読解過 程 の 説明に重点を霞き、 西 郷 文 芸
教 育論の怠 指す文 学 教育のあり方を十 分に 説明し ていなかったことも考えられる。 商 郷 文
芸 学に お け る虚 構の概念は、 現実との差 異 や 作者に よ る脚 色 といったものではなく 、 その
作品が ど れだけ深い意味を持ち得るかを示 すものである。 文 学を虚 構とみなし 、 現実とは
異なる次 元 に 位置づける虚 構論 の 考 え方は、 作品世界と居 常現実との差 異 や 社会 現実的価
値 をこ え て、 作品に 深く 切 実 な意味を見 出 す た め の礎 石 であるといえる。





部活動 の 持 つ 教蕎的機能
…域丸章夫 の 陪論 を 中 心
では、 波 丸 章 夫の部活 動論について検討する。 現在 において部活 動は、
一環 であり人格 形成において 大 き な送 受 伎 を持っ と 広く 認 められている一 方で、 、 制 で
として 自 擦や内容が明確に定 められない状 態、 に壁 かれている。城丸
は 19 70 年 代 を や心に、 部 活 動 を8 として捉 え、 まえた の考
察により、 そのあるべき姿 を求めていっ たむ
第 i ：取 では亥 ず、 戦後の部活 動が学習
援 設 内・ タ1ト で平 行して行；わ れる持 代 を経 て、
ぱ3 活 動として出発して、
は諜稜 外活 動として扱 われているとい
う変遷-a: Jl た。 さらに、 部活 動に関する議論 を 考 察することで、 に求められ
て き 、 その 時 代 背景 も影 響 して様々に変化してきたこと を確認した。 そし
て波丸 ｛土 、 部活 動の封 建 的な側 面 が根 本的な課題であるという問題意 識 を 持っ て、 部 を 民
とすること を呂 お していたこと を明らかにした。
第 2 ；土 、 民主的 人格 形成；こ は子どもの行動 を ることが重要と考 えていた城 丸
にとっ て、 人絡形成に大 き な を与 える民主的人間擦係、が存 在 する中での活 動であるおr,
活 動は非 常に宥 意義なものであっ た こ と を確認した。 そして、 部 活 動集団は元 々 ある特定
の文 化 を 共 有 していることで部活 動特有 の人間関係 を つく り出しており、 部活 動において
文 化 ・ 技術の追求と薬 密 の 民主性の高 亥 り は不可 分なものであること、 さ らには、 部 活 動
の役割として議 王子 活 動が求められるという城 丸 の 部 活 動 論 を 取りよ
主的なものになるためには、 兇 とおしの成立 と民主的交 わりの形成がま重 要であり
毘 づ く りが参 考になると述べていた。
第 3 書室 では、 城 丸 の 部 活 塁手j 論
佐々木 の実践について、 城 丸 が
が 民
あること を利用した づ く りにより、 より効果的に民主的人間関係、 を 作り出すことが可
誌 でもあること を示した。 石 川 l の実践について、 部 活 動 を 活 動と関連付 ける具体的
さらに城 丸 が求めていた 部 活 動 の としての役寄せ の 発揮 の可 能 性 を示した。
城 丸 J土 、 部 活 動が f 文 化 ・ 技術の追求j と ？ 民主的集団の形成j という2 つ の密 接に
み会 う本震 をど 持つことに注関 した。 部活 動では、 それぞれの部が特定 の文 化 を部内で共 有
またそれ を媒ブ？ として人間関係 を 作っ ていく む 部 活 動において、 活 動 を行う主体であし、
る の人間関係は、 所属 する部員 の 人格 の形成にも大きく 答 与 する。城丸 はまr, 活
ちによる自治活 動として綴 識 していく やで、








銀林浩の 数学教育論 に 関 す る 一 考察
- r思考の 主体性j への着騒
本 論文 に おいては、 思考の発達 や子どもの感情に 尽 を向 けることで算 数 嫌 い ・ 数 学嫌 い
を生 み出 さ ない教育 を考えた銀 林浩 の濠 論 を検討する。 銀林 は数 学教育 協議会に 所属 し 、
遠 山 啓 と と もに 「水道 方式j や 「最 の 体系 j の提言を行った。
第 1 ！雲 に おいては銀林 の理論の背景となった遠 µJ と の歩 みと、 ピ アジ ェ の 理 論との出 会
いに ついて検討する。 遠 山 が子どもたちの生 活 や興味 に 追 従 し て内容 を削
り、 学力水 準 を下 げた点 を批 判 し ているc その後の で生 ま れ た 「水 道 方式」 に お
いては、 遠 山 が理論や解説宏 、 銀林 が 体系 作り を担当 し 、 一般から特殊へという
の 体系 を 作り上げた 。 銀林 は そ の水 道 方式の理論とど アジ ェ の理論に 共 通点があること を
知り、 自 身 の理論の参 考に する。 ビ アジ ェ に よるf 前操 作期j 「具体 的操 作期Jr 形式 的操
作 期j と い う 発達段 階 の 区 分 を参 考に 、 銀林 も算 数 ・ 数 学嫌 いの様相 と係 閣 を年齢 で区分
し て論じている。 そ のゆ で出 てくる 「できるj と fわかる」 の遠 いに ついて第 2 牽 で検討
する。
・ 数 学lこ は 「やり方がわかる」 ＝ 「できるj と 「わけがわかるJ 「オコ カミ るJとし、
う 2 穏類 の 「わかり方j がある。 思 考が米発達 な状 態ではfできるこ と を通 じで わかるJ
ことが多 いが、 小 学校高 学年 く ら いから 「わかるj が 「できるJ＇こ先行するよう に なる 。
さ らに 中 学校に 進学し 、 論理的思考が可 能に なってくると子どもは、 自分の頭 で分かりた
いと思う よ う に なる。 銀 林 は こ のfわかりたいj という 思し 、 をf 思考の主 体性」と呼 んだ。
未 発達 な思考力し かもたない子どもたちは学習に おいて教師の誘 導 を 必要とし 、 そ の誘
導に 乗 ることで理解 を深めてい る。 し かし その誘 導に 乗 り遅 れないために 自発的な思 考 を
抑 圧 せざ る を得ない状 況 に ある。 自発的な思 考 を抑 圧 せずに 自然 に 誘 導iこ 乗 れるよう な学
習がf思考の主 体性J を重視し た 学習である。
「思考の主 体 性j を意識し た銀林 はf蚤 の 体系 j に おいて遠 山 と呉 なる 潔 論 を展開し て
い る。 銀 林 は 「量 Jの根本 的意義は生 物が環 境 問： 界に 適応 し て生 きて いくためのものであ
り、 だからこそ蚤 指導も感覚 から出 発 すべきだと考えていた。 ま た、 最 の分類 に おいても
遠 山 が量 の概念 をい かに 教えるか を重視し て考えたのに 対し 、 銀材、 は社会に おける量 の系
統 を分析 し ている。 これは実 際 の最 の扱 われ 方 を 考慮 し ており、 そう することで子どもが
身 の回 りの と照 らし て 「わかるJことができるよう に し たのだと考えられる。
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論文要約
提 出 者誌 名 森 本 来希
論文題 詔 近藤益雄の 障害克教欝実説 に 践 す る 一考察
〔論文 内 容の饗約｝
( 1907-1964） は戦前 から生活綴 方 の実 践家とし て活露 し 、 戦後は知的障 害児 教
り、 日本の開拓期の障 害 児 教育 の 発 展に黄葉 な役1if1J を来 たし た 人物である。
、 知的際答 児 数 育 のカ リ キ ュ ラムにお いて、 法的基盤 、
という三 つの基盤 を据 え、 その上に
生 活 指導にお い ては健 康 的な身体と
と学習指導を積 み上げる形を し ていた。
な性格 をその民 的とし て重設 し 、 学習指導にお い
ては基礎 学習（ 罰 ヱ 〈 造 形〉 、 （苦手通学習 、 作業学習） 、 教科学習（�
語 、 算 数 ） の三 つに分けてお こ なうというもので あっ たc
主な流れは、 子どもの
にし た 生 活 単元 で、 あっ た。 そし て 生 活 単元 学習
－ 活 動 を中 心
が発展する過程
では、 知的隷 害 児 は知的発逮 ；こ は絞 りがあるため系 統的な教科指導による教科学習など不
可能であり、 具体的な経験活 動 に よ る生 活 単元 学習や作業学習のような教育 活 動ニそ望 亥
し いとき われていた。 近藤 もまた生活 学習にお い て 作業学習 を行い、 子どもたちの具体的
な 経 験 をカ リキュ ラムに緩 み込 ん で いる。 そし て知的障 害 見 の限界性 をいくらか認めてお
り、 近藤 が従 来の知的陣容畿 の影 響 を受けて、 知的発達 にお ける普 通兜 と知的陣容児 の主去
を質的に捉 えていたこ と は否めない。
し かし 、 近藤 はそうし た矛盾 と間 い ながらも子ど もたちの 成長の可能性 を信じ、 内容 を
精 選 し ながら系 統的に、 基礎 学習やど ラ ミ ッ ド の最 上総 に位置 する教科学習の指導を行つ
たむ を大切 にし 、 そこ から i ニ ヨさ る亥 で、 系 統性
を保 っ て隠 語 、 にお いては、特に造形に着 目すると、
ただ子どもたちの精神 的解放 のために包 自 に描 かせ るのではなく、 認 識の力 、 表現する力
うために、 感覚 訓 練 、 手投 filil 擦 とし て造形の7 領 域全 てにお いて基礎 練 習 を初めに行
っ たり そうし て捲線 、 彩 色 、 構 成の 基礎 基本 を指導し 、 身につけたーと で 発燥 させるという
体系 的な指導 を 行うこ とで子どもたちの表現 を洗練 さ せ、 3主 た生 活 さ戸 習や教科学習の基礎
を築 くという狼 いもあっ たβ それこ そが、 当 持 の 知的 の主流 で あっ
第 一 主義的な経験主義教育 と は一 線 を濁 す、 一 つで あ る。
そし てその根 底 には、 近藤 の生涯 にわた る 教育 実 践 を貫 く生活綴 方教育 の思想 、 があっ
た 。 系 統的な学習指導 を通じて、 子どもたら 各々に応 じた表現方法さと確立するこ とに努
め、 認 識 を深化させ、 すこ ど もたちの生活 や 「 文化」 を向上させるこ と を額 っ たっ f 人材j




揮 出 者誌 名 路 健太
論文題 密 協 間 的 な学 習 の 指導 と 評髄
｛論文内 容の要約］
現 代 は膨 大な情報 が扱 わ れる情報 化 社会 であり、 かっ グロ ー パ ルな社会 に なった 。 そ
こ では、 自ら学習 をデザ イン し、 見知らぬ 人 と も 協同して仕 事をこ なしていく能力が必要
とされる。 そこ でそのニ ー ズ を満 た そうと、 近年の教 育に おいてはアク テ ィブ ・ ラー ニ ン
グ が話 題である。 アク テ ィブ ・ ラー ニ ン グとは主 体的 ・ 協｛動 的な学習といわ れるものであ
り、 主 に グルー プ を使 って行わ れるものである。 そこ で、 現 在の沼 本で苓 名 な 協｛動 的な学
習である、 パ ズ学習、 協同学習、 協調学習、 協働学習、 『学び合い』 などの特徴 を整 理
し、 それらの類 似 点、 相違点 をまとめるこ とで協働的な学習の発 展に 役 立てようと考え
た 。 パ ズ 学習 を中 心に 取り上げた のは、 パ ズ学習が海 外のパ ズセ ッ シ ョ ン という方 法 を元
に 作 ら れた ものの、 岡 本人 に よって開発された もので、 協同学習とも縁 が深く、 協徴 的な
学習 を考える上 で殺 しみやすいものであった からである。
文献 から、 パ ズ学習は授業の所々 で少人 数 に よ る話 し合い学習 を取り入れて指導 を進め
ていく方 法であり、 パ ズ学習の 「人 間際係 重視」 や f 協同の蚤 視jといった とこ ろ が、 協
関学習の原理と似 通っており、 教 師の関わ り方 や 評絡 の仕方 等 を考えても協関
の一 部と言えるというこ とがわ かった 。 協調学習は、 f 建 設的拘 ]i 作用 j を重視し
法であり、 その作用 を通して、 学習者の理解が深化していくこ と を：奪 回 した ものである。
協同学習と協調学習の違いは、 理想、 とする学習者像 や、 教 師の役割の遠 い や、 学習内 容の
様 造化の程度の主主 であるとわ かった 。 また 、 どの協f動 的な学習に ついても f 人 間関係 の改
善 、 社会 的なスキノレ の向 上 jの態度的な側 面 と、 f 学力の向 上jの認知的な側 阪 の両方
で、 従 来の一 斉教 授、 個 別 指導 方 式と比 べて、 一 定 の優秀 な 結果 を残 しており、 ど の方 法
もこ れからの 時 代 の教 育方 法 を考える際 の有効な手がかりとなるこ と もわ かった 。
課題としては、 認知的な能力の向 上はテ ス ト を す れば 簡 単 に 測 れるものの、 社会 的 なス
キ ルの向 上 を客 観 的に 簡 単 に 測 れる方 法がないこ とに 気 づ いた 。 そう言った 能力 を筏 単 に
測 れる方 法に ついて調べていきた い。 また 、 今回 の論文 を黍 く中で、 様 々 な学習理念、 授
業に おける技法、 モ デ ルを知った ので、 こ れら をいざ実践に 移 した 時 に どういう結果 を生




平 瀬 な つ み
和 光 小 学校 に お け る 平和 教 育 の 意 義 と 課題題
｛ 論文 内 容 の 要 約 〕
ついて検討 を行う。 戦後、 平和 教育 を巡 って は、 「
先に え えてし支 っている点が課題とし て意識され、 f 反 戦平和 j の押 し付 けに 心情的な方 法
とし、 う 結 論 が
で は、 和 光小 学校 ・ 和 光鶴 J 11 小学校で、 総合学習の集大 成として 行われる
はいけないこと
では不 十 分だと批判されているc 本務 に おいては、 手口 光 小 学 校 のを用いる心情的
取り総 みに 即し、 そ 平和 教 育 を粂り 越 え
に 対する考え方 を
るための示唆 を得たいc
第 I :i;'t では、 戦後半 和 教育の展 開 を捉 え直 し、 和 光小 学校 の平和
月号 らかに し た。 平和 教育としては、 1970 年 代に は直 接的・関 接 的平 和 教 育 という分類 が さ
れ、 1990 年代に は狭 義・広義 の平和 教育という分類 へ と転換 し た。 直 接的 ・ 間接的という
こ れ を過 し て、と 課 題 を 分析する。
から区別していて、ーマに おけるテ分類 に 比 べ、 狭 義・広義という分類
具体的であるc
と し て平 和 学習が行われており、 1 986 年ま で は
が 「 ヒ ロ シマ j、 1987 浮 から は 「 沖 縄 j へと変化し、 今ま で続いている。 特に 平 和 学
習では、 子どもたちの 能 動的 ・ 体 験的な学習、 答 えが一 つでないものの本 質に 迫 る 学 習、
ば 、 1 977 年から
門Hポ 冷i
直 接的な出会いのある学習 をすることで、 子どもたちの学び を深めようとしたc
を 取り上げ、 その意義と課題 を明らかに す る こ
「 i夜 接的な F 出会い2 と 『触 れ合いお に より、 子どもたちは事実 をより鮮明
し、 見たこと感じたことをありのま ま に 感じることができた 。 ま た、 f伝 えるj こ と
学習が進 んだことも平和 会主 習 を行うj二 で大きな；意 味 を もっ 。 考えたこ と を
支 とめ、 考 え を 共 有 することで、 子どもたちは自分が学んだこと を深いものとし、




総会 学習fヒ ロ シマ j は原爆 という戦争 体 験 だ け を 学 ぶ学習であった。 しかし、
習 「 沖 縄 jでは、 f 子どもや大人 が 共 に 主主 きている現代 を矢I] るための学習jとし て、 現在 や
未 来の平和 どと 考える視点が取り入れられてい る。 子どもたちが、 過去 の事実 を 自分の問 題
として現在 と 結びつけて考えることができたことで、 総合学習fj中縄 j は 心 情的平 和 教 育
で は終 わっ ていないと言える。
た だ し、 総会 学習 「 沖 縄 j に おいても、 広 義 の平 和 教育という点が必ずしも十 分に 取 り
入れられていたとはいえないっ 人 権 や笛 際 理解などの多 様な視点、 をふ ま えて考える こ と が
で き ていないことがうかがえる。 こ の 点 を踏 ま えると、 総合学習 f 沖 縄j の実態 で




論 文 題 自
【論文 内 容の要約］
論文要約
山 本 あ か り
自 本 に お ！ナ る 経済教青 の 到 達 点 と 課題
ー檎理額 の 膏 成 と の 両立可能性 を 探 る ー
本 稿では山 根 栄 次 と猪瀬 武 則 の理論 をもとに 、 日本に おける経済 教 育 の到 達 点と諜是章 宏
論じる中で、 経済 教育と倫 理観 の育成との両立可 能4性 を検討するc
日本に おける経済 教育は、 戦後経験主義の立場か ら 行わ れたのち、 系 統主 義に 転 換 す る
という経緯 をたどった。 こ の転換 の是 非 を論じた長州 は、 経済 学習の意 義 を 社会 科全 体 の
観 点か ら免 たこ となど を山 根 栄 次 か ら 評節 されている。 しかし山 根 は評価すると問 時 に 、
長州、i が資本主義体制それ自 体 を否定 的に 捉 えさせようとし、 ま た労 働者 の襟 点、 は取り上げ
ても消 費 者 の視点、 を扱 っていないこ と を批 判 している。 そして、 他 人 が個 人 として果たす
べ き 様々 な 経済 的役割 を遂 行 で、 きるように なるために 、 経済 学 の基本的な概 念 ・分析方法
か ら 成っている経済 的思 考 能 力 を 育 成するこ とが、 経済 教 育 の沼 擦であると位誼 づ けた。
1 1 根 がこ の 「 経済 的役7Jl] J を論じる際 に 、 経済 教 育に おける経済 的人 絡 を消 費 者 ・生産
・公 共 人 の三 つに 分けたこ とは、 経済 教育問 擦や 、 倫 理観 育成との開 立可 能 性 を探 る上
で必嬰 不可 欠 なものであり、 意義あるものであった。 とこ ろが論 を展開するうえで、
者 ・生後者 経済 教育に ついては、 功利 的 な人 間続 に そって現実性のある論 を 展開 している
一 方 で、 公 共 人 経済 教育だけ、 あるべき人 開 像 か ら、 行わ れるべき 教育の方向性 を示した
も のに な っている。 その結巣 、 皮 肉 に も、 経済 学 が 想定 す る人 間像 と教 脊 学に おいて白 指
される人 間像 とに潜 があるこ と を 浮 き 立 た せてしま っている。
こ のようなや、 改めて経済 学 の倫 理的基礎付 け を試みたのが猪瀬 である。 猪 瀬 はUJ 根 の
経済 教育論の影 響 を 受けており、 その経済 教育関 擦も山 授 と共通する部分 が多 い。 し かし
猪 瀬 は、 合理的思考能力の育成 と倫 理的な公 正 へ の希 求は 両立すると明言 し、 f効 率 と公 正 j
の授業に その可 能 性 をえ 出している。 さらに 、 山 根 が踏 み 込めていなかった指導計閣 の立
案 に ま で至 っているc こ のよ うに 、 その両立可 能 性に 関する論そ 一層 渓 慌 し、 実践しよう
としている点で、 猪 瀬 の研究は意義の大き いもので、 あ るといえる。
し か し、 課題はいくつか残 されている。 ま ず、 社会 に おける経済 行 為 を 想定 したうえで
の 教育問 擦を明磁 に するこ と。 ま た、 「 TPP へ の 対処一農家 をどう支援 す る か一 Jを実際 の
授業に おとしこ ん でいくこ と。 そして、 f 対 立と合意Jに ついても兵 体的な授業構成 を示す
こ と。 最後に 、 大 学 受 験に 必 ず し も出ない場合に は、 そういう課題学習 を積極的に 進めな
いのが学校 現場のあり方であるから、 こ のよ う な状 況 を改善 するこ と 。
以上の課題は残 るものの、 猪 瀬 が示したような授業構 想、に よ り経済 教育 のゆ で倹環観 を
育 成するこ と が可 能であると結論付 けたい。
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